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Ⅰ．全業種の業況
◇ 令和4年7月～9月期の業況

と

◇ 令和4年10月～12月期の見通し

と

◇ 集計結果（全業種の状況と見通しについて）

◇ 業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期(10月－12月)見通し
＊ ＤＩ値＝「好転」から「悪化」とした割合を引いた業況判断指数

原 材 料 在 庫

△ 2.2業 況

売上(収入)額

△ 12.0 △ 6.5

前期比 来期予想 前年同期比
(令和4年4月～6月に比べて) (令和4年10月～12月の見通し) (令和3年7月～9月に比べて)

仕入(材料)額
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△ 4.3 △ 15.2 △ 7.6

△ 5.4 △ 5.4

4.4 △ 1.1

採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り

従業員<含臨時>

ＫＩＴＡＳＨＩＮ　ＢＵＳＩＮＥＳＳ　ＲＡＤＡＲ

北空知管内景気動向調査

令和4年7月～9月期

業種別に見ると、製造業は、30ポイント改善、建設業(土木請負)は、31.6ポイント悪化、建
設業(建築請負)は、21ポイント悪化、卸・小売業(食料品販売)は、25ポイント悪化、卸・小
売業(衣料品販売)は、横ばい、卸・小売業(その他販売)は、9.1ポイント改善、サービス業
(自動車修理販売関連)は、横ばい、サービス業(その他)は、7.1ポイント改善すると見込まれ
ている。

令和4年7月～9月期の業況ＤＩ値は

▲ 9.8
7.6ポイント悪化すると見込まれている。

令和4年度第２/四半期の北空知管内景気調査（令和4年7月～9月実績および令和4年10
月～12月見通し）は、92社（製造業10社・建設業38社・卸・小売業21社・サービス業
23社）のご協力により集計、作成したものです。

令和4年4月～6月期の調査に比べ、▲ 2.2
7.8ポイント悪化した。

令和4年10月～12月期の業況ＤＩ値は

業種別に見ると、製造業は、6.7ポイント悪化、建設業(土木請負)は、10ポイント悪化、建設
業(建築請負)は、13.6ポイント悪化、卸・小売業(食料品販売)は、28.4ポイント改善、卸・
小売業(衣料品販売)は、116.7ポイント悪化、卸・小売業(その他販売)は、27.3ポイント悪
化、サービス業(自動車修理販売関連)は、5.5ポイント悪化、サービス業(その他)は、4.7ポ
イント改善する結果となった。

令和4年7月～9月期調査より、
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◇設備投資の状況

◎今期（7月－9月）に実施 ◎来期（10月－12月）に予定
   （単位：件） （単位：件）

◇経営上の問題点（複数回答）

順　位 件　数

1 45

2 43

3 40

4 17

4 17

6 9

6 9

8 4

9 3

9 3

◇予定している経営施策（複数回答）

順　位 件　数

1 41

2 37

3 21

4 15

5 10

6 7

8 2

8 2

12 1

12 1
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事業売却

広告宣伝の実施

新事業展開

ブランディング

新商品開発・リニューアル

　　項　　目　　名

　　項　　目　　名

人材確保

同業他社との競合

原材料費の高騰

人手（人材）の不足

従業員の高齢化

遊休不動産の所持

その他

市場規模の縮小

設備導入・入替

建物・機械等設備の老朽化

経費の節減

人材育成

後継者の不在

マーケティング

商品・サービス（技術）の内容
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Ⅱ．業種別の動向

１．製　造　業

◇ の業況

と、令和4年4月～6月期調査に比べ、
悪化した。

調査項目では、下記の結果となった。
改善
悪化
改善
改善
改善
悪化

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

製　品　在　庫
採　算<利  益>

従業員<含臨時>
資　金　繰　り

前期比

ポイント

ポイント

ポイント

ＤＩ値は、
ＤＩ値は、
ＤＩ値は、
ＤＩ値は、

11.7
8.3
8.3

38.3

6.7 ポイント

売　上(加工)額
原材料　仕入額

10.0

ＤＩ値は、
ＤＩ値は、

1.7
25.0

ポイント

令和4年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、

20.0 30.0

0.0
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0.0 0.0

△ 30.0 10.0

資 金 繰 り

従業員<含臨時>

ポイント

ポイント

(令和4年4月～6月に比べて)

来期予想
(令和4年10月～12月の見通し)

令和4年7月～9月期

(10月－12月)

10.0 40.0

前年同期比
(令和3年7月～9月に比べて)

△ 10.0

10.0 △ 20.0

10.0 50.0

0.0 30.0

△ 10.0

業 況

売上(加工)額

原材料仕入額

製 品 在 庫

採 算 < 利 益 >
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◇ の見通し

と、令和4年7月～9月期 調査より
改善すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
改善の見込
改善の見込
改善の見込
改善の見込
横ばいの見込
改善の見込

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）

令和4年10月～12月期

令和4年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 40.0

売　上(加工)額 ＤＩ値は、 40.0 ポイント

30.0 ポイント

原材料　仕入額 ＤＩ値は、 30.0 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 10.0 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 40.0 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 10.0 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 0.0 ポイント
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(10月－12月)

順位

1

2

9

4

4

2

　

順位

1

2

2

4

件数

2

1

　

件数

人手（人材）の不足

　

項　　　目

原材料費の高騰

建物・機械等設備の老朽化

従業員の高齢化

24 市場規模の縮小

　

建物

項　　　目

付帯設備

順位 件数

1 1

5 1

3 3

4 2

1 6

2 4

　 　

順位 件数

　

項　　　目

建物

項　　　目

設備導入・入替

人材育成

人材確保

マーケティング

経費の節減

20.0 
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２．建設業（土木請負）

◇ の業況

と、令和4年4月～6月期調査に比べ、
悪化した。

調査項目では、下記の結果となった。
悪化
悪化
悪化
改善
改善
悪化

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

令和4年7月～9月期

令和4年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 0.0

完 成 工 事 額 ＤＩ値は、 10.0 ポイント

10.0 ポイント

受　　注　　額 ＤＩ値は、 40.8 ポイント

受 注 契 約 残 ＤＩ値は、 56.3 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 14.7 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 4.5 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 14.2 ポイント

前期比 来期予想 前年同期比
(令和4年4月～6月に比べて) (令和4年10月～12月の見通し) (令和3年7月～9月に比べて)

受 注 額

受 注 契 約 残

0.0 △ 31.6 0.0

0.0 △ 36.8 △ 10.5

業 況

完 成 工 事 額

△ 15.8 △ 15.8

△ 26.3 △ 36.8

従業員<含臨時>
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△ 5.3 △ 26.3 △ 5.3

△ 10.5 △ 5.3

15.8 △ 5.6

(10月－12月)

採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り

0.0 
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◇ の見通し

と、令和4年7月～9月期 調査より
悪化すると見込まてれいる。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
悪化の見込
横ばいの見込
悪化の見込
悪化の見込
改善の見込
悪化の見込

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）

令和4年10月～12月期

令和4年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 ▲ 31.6

完 成 工 事 額 ＤＩ値は、 36.8 ポイント

31.6 ポイント

受　　注　　額 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

受 注 契 約 残 ＤＩ値は、 10.5 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 21.0 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 5.2 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 21.4 ポイント

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

車両

1 4 ＩＴ機器 1 3 建物

2 3 車両 1 3

項　　　目

3 2 建物 3 2 ＩＴ機器 

順位 件数 項　　　目 順位 件数

人材育成

1 13 人手（人材）の不足 1 15 人材確保

2 12 従業員の高齢化 2 9

マーケティング

3 5 原材料費の高騰 3 5 経費の節減

4 4 同業他社との競合 4 3

- 6 -

5 3 建物・機械等設備の老朽化 5 2 設備導入・入替
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３．建設業（建築請負）

◇ の業況

と、令和4年4月～6月期調査に比べ、
悪化した。

調査項目では、下記の結果となった。
改善
悪化
悪化
改善
横ばい
改善

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

令和4年7月～9月期

令和4年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 ▲ 5.3

完 成 工 事 額 ＤＩ値は、 1.1 ポイント

13.6 ポイント

受　　注　　額 ＤＩ値は、 53.5 ポイント

受 注 契 約 残 ＤＩ値は、 20.0 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 7.2 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 0.0 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 16.7 ポイント

前期比 来期予想 前年同期比
(令和4年4月～6月に比べて) (令和4年10月～12月の見通し) (令和3年7月～9月に比べて)

受 注 額

受 注 契 約 残

△ 5.3 △ 26.3 △ 36.8

5.3 △ 36.8 △ 52.6

業 況

完 成 工 事 額

△ 36.8 △ 36.8

△ 15.8 △ 36.8

従業員<含臨時>
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△ 5.3 △ 36.8 △ 21.1

0.0 △ 5.3

16.7 △ 5.6

(10月－12月)

採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り
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◇ の見通し

と、令和4年7月～9月期 調査より
悪化すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
悪化の見込
横ばいの見込
悪化の見込
悪化の見込
悪化の見込
悪化の見込

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）

令和4年10月～12月期

令和4年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 ▲ 26.3

完 成 工 事 額 ＤＩ値は、 42.1 ポイント

21.0 ポイント

受　　注　　額 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

受 注 契 約 残 ＤＩ値は、 21.0 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 31.5 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 5.3 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 22.3 ポイント

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

建物

1 2 ＩＴ機器 1 2 車両

2 1 車両 2 1

項　　　目

2 1 建物 2 1 ＩＴ機器 

順位 件数 項　　　目 順位 件数

人材育成

1 14 人手（人材）の不足 1 12 人材確保

2 12 原材料費の高騰 2 5

マーケティング

3 9 従業員の高齢化 2 5 経費の節減

4 2 後継者の不在 4 2

- 8 -

5 1 建物・機械等設備の老朽化 4 2 設備導入・入替
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４．卸・小売業（食料品販売）

◇ の業況

と、令和4年4月～6月期調査に比べ、
改善した。

調査項目では、下記の結果となった。
改善
改善
改善
横ばい
改善
改善

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

令和4年7月～9月期

令和4年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 37.5

売　　上　　額 ＤＩ値は、 31.8 ポイント

28.4 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 50.0 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 34.1 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 9.1 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 12.5 ポイント

前期比 来期予想 前年同期比
(令和4年4月～6月に比べて) (令和4年10月～12月の見通し) (令和3年7月～9月に比べて)

仕 入 額

製 品 在 庫

37.5 12.5 12.5

50.0 0.0 12.5

業 況

売 上 額

50.0 0.0

25.0 0.0

従業員<含臨時>
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12.5 0.0
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◇ の見通し

と、令和4年7月～9月期 調査より
悪化すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
悪化の見込
悪化の見込
悪化の見込
悪化の見込
悪化の見込
悪化の見込

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）

令和4年10月～12月期

令和4年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 12.5

売　　上　　額 ＤＩ値は、 50.0 ポイント

25.0 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 50.0 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 25.0 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 12.5 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 12.5 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 12.5 ポイント

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

付帯設備

1 1 車両 1 1 予備

1 1 機械設備 1 1

項　　　目

1 1 付帯設備 1 1 建物

順位 件数 項　　　目 順位 件数

経費の節減

1 3 人手（人材）の不足 1 2 新事業展開

1 3 原材料費の高騰 2 1

ECサイト開設

3 2 従業員の高齢化 2 1 人材確保

3 2 建物・機械等設備の老朽化 2 1
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5 1 商品・サービス（技術）の内容　 　
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５．卸・小売業（衣料品販売）

◇ の業況

と、令和4年4月～6月期調査に比べ、
悪化した

調査項目では、下記の結果となった。
悪化
悪化
悪化
悪化
悪化
改善

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

令和4年7月～9月期

令和4年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 ▲ 50.0

売　　上　　額 ＤＩ値は、 116.7 ポイント

116.7 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 50.0 ポイント
製　品　在　庫 ＤＩ値は、 16.7 ポイント
採　算<利  益> ＤＩ値は、 83.3 ポイント
資　金　繰　り ＤＩ値は、 83.3 ポイント
従業員<含臨時> ＤＩ値は、 33.3 ポイント

前期比 来期予想 前年同期比
(令和4年4月～6月に比べて) (令和4年10月～12月の見通し) (令和3年7月～9月に比べて)

仕 入 額

製 品 在 庫

△ 50.0 △ 50.0 △ 50.0

△ 50.0 △ 50.0 △ 50.0

業 況

売 上 額

△ 50.0 △ 50.0

△ 50.0 △ 50.0

従業員<含臨時>
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△ 50.0 △ 50.0 0.0

△ 50.0 △ 50.0

0.0 0.0

(10月－12月)

採 算 < 利 益 >
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◇ の見通し

と、令和4年7月～9月期 調査より
横ばいすると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
横ばいの見込
横ばいの見込
横ばいの見込
横ばいの見込
横ばいの見込
横ばいの見込

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）

令和4年10月～12月期

令和4年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 ▲ 50.0

売　　上　　額 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

0.0 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 0.0 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

　 　 予定なし 　 　 予定なし

　 　 　 　

項　　　目

　 　 　 　

順位 件数 項　　　目 順位 件数

広告宣伝の実施

1 2 市場規模の縮小 1 2 経費の節減

2 1 後継者の不在 2 1

2 1 建物・機械等設備の老朽化 　 　
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６．卸・小売業（その他販売）

◇ の業況

と、令和4年4月～6月期調査に比べ、
悪化した。

調査項目では、下記の結果となった。
悪化
悪化
悪化
悪化
横ばい
横ばい

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

令和4年7月～9月期

令和4年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 ▲ 9.1

売　　上　　額 ＤＩ値は、 9.1 ポイント

27.3 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 45.5 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 9.1 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 18.2 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 0.0 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

前期比 来期予想 前年同期比
(令和4年4月～6月に比べて) (令和4年10月～12月の見通し) (令和3年7月～9月に比べて)

仕 入 額

製 品 在 庫

△ 9.1 0.0 9.1

△ 9.1 9.1 0.0

業 況

売 上 額

△ 18.2 18.2

△ 9.1 9.1

従業員<含臨時>
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△ 9.1 9.1 0.0

△ 9.1 0.0

9.1 9.1
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◇ の見通し

と、令和4年7月～9月期 調査より
改善すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
改善の見込
改善の見込
改善の見込
改善の見込
改善の見込
横ばいの見込

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）

令和4年10月～12月期

令和4年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 0.0

売　　上　　額 ＤＩ値は、 18.2 ポイント

9.1 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 36.4 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 18.2 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 18.2 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 9.1 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

建物

1 1 車両 1 1 機械設備

1 1 機械設備 1 1

項　　　目

1 1 付帯設備 　 　

順位 件数 項　　　目 順位 件数

広告宣伝の実施

1 5 原材料費の高騰 1 7 経費の節減

1 5 市場規模の縮小 2 3

人材育成

3 4 従業員の高齢化 3 2 人材確保

4 2 建物・機械等設備の老朽化 6 1

- 14 -

5 1 人手（人材）の不足 6 1 新商品開発・リニューアル

-42.9 
-30.8 

-62.5 

0.0 

-9.1 

9.1 

-80
-60
-40
-20

0
20

3/9 3/12 4/3 4/6 4/9 4/12

売上額ＤＩ値推移（前期比）

-28.6 

0.0 

-31.3 

9.1 

-9.1 9.1 

-40
-30
-20
-10
0

10
20

3/9 3/12 4/3 4/6 4/9 4/12

採算<利益>ＤＩ値推移（前期比）



７．サービス業（自動車修理販売関連）

◇ の業況

と、令和4年4月～6月期調査に比べ、
悪化した。

調査項目では、下記の結果となった。
悪化
悪化
悪化
悪化
悪化
横ばい

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

令和4年7月～9月期

令和4年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 ▲ 22.2

売　　上　　額 ＤＩ値は、 8.3 ポイント

5.5 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 25.0 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 11.1 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 2.8 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 13.9 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

前期比 来期予想 前年同期比
(令和4年4月～6月に比べて) (令和4年10月～12月の見通し) (令和3年7月～9月に比べて)

仕 入 額

製 品 在 庫

△ 22.2 △ 22.2 △ 22.2

△ 33.3 △ 11.1 △ 11.1

業 況

売 上 額

△ 33.3 △ 11.1

△ 11.1 △ 11.1

従業員<含臨時>
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△ 11.1 △ 11.1 0.0

△ 22.2 △ 11.1

0.0 △ 11.1
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◇ の見通し

と、令和4年7月～9月期 調査より
横ばいすると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
改善の見込
改善の見込
横ばいの見込
横ばいの見込
改善の見込
悪化の見込

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）

令和4年10月～12月期

令和4年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 ▲ 22.2

売　　上　　額 ＤＩ値は、 22.2 ポイント

0.0 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 22.2 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 0.0 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 11.1 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 11.1 ポイント

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

ＩＴ機器 

1 1 機械設備 1 1 土地

　 　 1 1

項　　　目

　 　 　 　

順位 件数 項　　　目 順位 件数

人材確保

1 3 従業員の高齢化 1 4 経費の節減

1 3 原材料費の高騰 2 3

人材育成

3 2 建物・機械等設備の老朽化 3 2 マーケティング

3 2 商品・サービス（技術）の内容4 1

- 16 -

3 2 市場規模の縮小 4 1 設備導入・入替
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８．サービス業（その他）

◇ の業況

と、令和4年4月～6月期調査に比べ
改善した。

調査項目では、下記の結果となった。
改善
改善
改善
改善
改善
悪化

◇項目別ＤＩ値集計結果

◇業況ＤＩ値の推移

＊ 点線は来期 の見通し

令和4年7月～9月期

令和4年7月～9月期 の業況ＤＩ値は、 ▲ 7.1

売　　上　　額 ＤＩ値は、 18.9 ポイント

4.7 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 24.7 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 30.6 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 1.2 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 1.2 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 1.2 ポイント

前期比 来期予想 前年同期比
(令和4年4月～6月に比べて) (令和4年10月～12月の見通し) (令和3年7月～9月に比べて)

仕 入 額

製 品 在 庫

△ 7.1 0.0 0.0

7.1 14.3 △ 7.1

業 況

売 上 額

7.1 7.1

7.1 △ 7.1

従業員<含臨時>
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7.1 △ 7.1 0.0

7.1 7.1

△ 7.1 7.1
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採 算 < 利 益 >

資 金 繰 り

5.9 

-6.3 

-23.5 

-11.8 
-7.1 

0.0 

-30

-20

-10

0

10

3/9 3/12 4/3 4/6 4/9 4/12

業況ＤＩ値推移（前期比）

-5.9 
-25.0 -29.4 -23.5 

0.0 

-40

-30

-20

-10

0

10

20

3/9 3/12 4/3 4/6 4/9

業況ＤＩ値推移（前年同期比）



◇ の見通し

と、令和4年7月～9月期 調査より
改善すると見込まれている。

調査項目では、下記のとおり見込まれている。
改善の見込
横ばいの見込
悪化の見込
悪化の見込
横ばいの見込
改善の見込

＊ 点線は来期 の見通し

◇ 設備投資の実施状況

今期(7月－9月)に実施 来期(10月－12月)に実施予定

◇ 経営上の問題点（複数回答） ◇今後の経営施策（複数回答）

令和4年10月～12月期

令和4年10月～12月期の業況ＤＩ値は、 0.0

売　　上　　額 ＤＩ値は、 7.2 ポイント

7.1 ポイント

仕　　入　　額 ＤＩ値は、 0.0 ポイント

製　品　在　庫 ＤＩ値は、 14.2 ポイント

採　算<利  益> ＤＩ値は、 14.2 ポイント

資　金　繰　り ＤＩ値は、 0.0 ポイント

従業員<含臨時> ＤＩ値は、 14.2 ポイント

(10月－12月)

順位 件数 項　　　目 順位 件数 項　　　目

建物

1 1 車両 1 2 機械設備

1 1 付帯設備 2 1

項　　　目

1 1 土地 　 　

順位 件数 項　　　目 順位 件数

人材確保

1 8 従業員の高齢化 1 7 経費の節減

1 8 原材料費の高騰 2 5

マーケティング

3 7 人手（人材）の不足 3 4 設備導入・入替

4 2 市場規模の縮小 4 3

- 18 -

4 2 建物・機械等設備の老朽化 4 3 人材育成
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Ⅲ．特別調査

◇貴社がご興味を持たれていることについてお伺いいたします。
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※全業種の回答を集計した結果、『貴社がご興味を持たれていることについて項目

の中からお選びください』との問いに対し「補助金・助成金」と答えた方が

一番多い結果となりました。

その他としましては、「ファイナンス」「人材確保」などがございました。

貴重なご意見誠にありがとうございました。
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Ⅳ．経済市場指数動向

１．人口・世帯数動向　

（単位：人、戸）

今年度 前年同月 前年同月増減 今年度 前年同月 前年同月増減

深 川 市 19,227 19,765 △ 538 10,514 10,690 △ 176

妹 背 牛 町 2,709 2,775 △ 66 1,363 1,376 △ 13

沼 田 町 2,902 2,956 △ 54 1,455 1,461 △ 6

幌 加 内 町 1,318 1,339 △ 21 720 727 △ 7

秩 父 別 町 2,295 2,335 △ 40 1,099 1,118 △ 19

雨 竜 町 2,176 2,222 △ 46 1,065 1,076 △ 11

北 竜 町 1,689 1,719 △ 30 795 803 △ 8

北 空 知 管 内 合 計 32,316 33,111 △ 795 17,011 17,251 △ 240

２．労働需給状況

（単位：人、％）

深川分室 全　道 深川分室 全　道

月 間 有 効 求 職 者 数 341 83,981 24 151 （2,380） （530,866） 

月 間 有 効 求 人 数 585 93,742 101 12,419 （3,407） （555,671） 

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.72 1.12 0.19 0.15 （1.43） （1.05） 

　　（年度初来　令和4年6月～

３．建築確認申請
（単位：件、％）

当期間 前年同期増減 前年同期比 年度初来 前年同期増減 前年同期比

深 川 市 10 △ 5 △ 33.33 29 1 3.57

深 川 市 を 除 く 管 内 ６ 町 11 △ 3 △ 21.43 20 △ 6 △ 23.08

北 空 知 管 内 合 計 21 △ 8 △ 27.59 49 △ 5 △ 9.26

　　（年度初来　令和4年7月～
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令和4年8月までの累計)

( 令和4年7月～9月 )

令和4年9月までの累計) 　　　　（資料：各市・町）

年度初来累計

( 令和4年9月末 )

市 町 名
人　　　　　　　　口 世　　　　　　　　帯

( 令和4年8月末 )

深川分室 全　　　道
前年同月増減・前年同月比



４．深川金融協会預金・貸出金残高　

５．深川手形交換所扱高

当期間 前年同期間 増　減 増減比 年度初来 前年同期 増減比

1,307 1,305 2 0.15 2,562 2,601 △ 1.50

1,006 905 101 11.16 1,942 2,571 △ 24.47

0 0 0 -     0 0 -     

0 0 0 -     0 0 -     

　　（年度初来　令和4年7月～

６．企業倒産状況 ( 令和4年7月～9月 )

当期間 前年同期 増　減 年度初来 前年同期 増　減 期中業種別

件　数 2 3 △ 1 4 6 △ 2

金　額 15,100 4,344 10,756 24,700 20,083 4,617

　　（年度初来　令和4年7月～

７．新車登録台数 ( 令和4年7月～9月 )

当期間 前年同期 増　減 増減比 年度初来 前年同期 増減比

71 88 △ 17 △ 19.32 135 207 △ 34.78

21 18 3 16.67 35 32 9.38

136 144 △ 8 △ 5.56 239 314 △ 23.89

　　（年度初来　令和4年7月～
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75 △ 8.00
幌 加 内 町 ・ 雨 竜 町

北 空 知 管 内 合 計

令和4年9月までの累計) （資料：管内ディーラー）

妹 背 牛 町 ・ 秩 父 別 町
44 38 6 15.79 69

沼 田 町 ・ 北 竜 町

令和4年9月までの累計) （資料：深川手形交換所）

（単位：万円、件）

北空知管内

令和4年9月までの累計)

（単位：台、％）

市 町 名

深 川 市

不 渡 り 手 形 金 額

159,781 2.08 44,814 0.63

（資料：深川金融協会）

( 令和4年7月～9月 )
（単位：枚、百万円、％）

交 換 枚 数

交 換 金 額

不 渡 り 手 形 枚 数

( 令和4年9月末 )
（単位：百万円、％）

預　　　　　　　　　　　　金 貸　　　　　出　　　　　金

残　　　　　　　　高 前年同月比 残　　　　　　　高 前年同月比




